




















殷  娟 
Yin   Juan 
目  次 
 
序章  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
１ 研究背景と目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
２ 研究対象と方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 
３ 本論文の構成   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
４ 本研究の意義  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
 
第一章 サービスに関する基礎理論  ・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 




１－２ サービスとは  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 




第二章 サービス意識とは  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７ 
 ２－１ サービス意識に関する先行研究  ・・・・・・・・・・・・３８ 
 ２－２ サービスとサービス意識に対する中国人の認識  ・・・・・４０ 
  ２－２－１ アンケートからみる中国人一般の理解／４０ 
  ２－２－２ ホテルのサービスに対する中国人一般の考え／４４ 
２－２－３ サービスへのホテル業界関係者の理解／４８ 
２－２－４ 小括／５０   
２－３ サービスとホスピタリティ  ・・・・・・・・・・・・・・５１ 
  ２－３－１ ホスピタリティについて／５２ 
  ２－３－２ サービスとホスピタリティの関係／５６ 
２－４ サービス意識とホスピタリティ  ・・・・・・・・・・・・６２ 
２－４－１ 日中におけるホスピタリティの実践／６３ 
  ２－４－２ ホスピタリティの中国語訳に関する検討／６５ 
 
第三章 歴史からみるサービス意識への影響  ・・・・・・・・・・・６９ 
３－１ 日本と中国における宿泊産業の歴史的変遷  ・・・・・・・７０ 
  ３－１－１ 中国の宿泊産業の歴史的変遷／７０ 
   ３－１－１－１ 古代から第二次世界大戦まで／７０ 
   ３－１－１－２ 第二次世界大戦以後／７４ 
  ３－１－２ 日本の宿泊産業の歴史的変遷／７７ 
   ３－１－２－１ 古代から第二次世界大戦まで／７７ 
   ３－１－２－２ 第二次世界大戦以後／８１ 
３－１－３ 小括／８４ 
 ３－１－３－１ 日中の宿泊産業史における異同／８４ 
 ３－１－３－２ 宿泊産業史からみるサービス意識への影響／８６ 
３－２ 近現代の歴史出来事によるサービス意識への影響  ・・・・８９ 
３－２－１ 「文化大革命」の勃発／８９  
３－２－２ 「改革開放」政策の実施／９１ 
 ３－３ まとめ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３ 
 
第四章 ホテルの企業文化によるサービスへの影響  ・・・・・・・・９６ 
４－１ 企業文化とは  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７ 
４－２ 日中米の企業文化の特徴および比較  ・・・・・・・・・・９９ 
 ４－２－１ 中国企業の特色および文化的背景／１００ 
 ４－２－２ 日本企業の特色および文化的背景／１０２ 
 ４－２－３ アメリカ企業の特色および文化的背景／１０４ 
 ４－２－４ 日中米の企業文化の比較／１０６ 
４－３ ホテル業の企業文化  ・・・・・・・・・・・・・・・・１０９ 
 ４－３－１ ホテル文化とは／１０９ 
 ４－３－２ ホテルにおけるサービスの文化／１１０ 
 ４－４ 事例における企業文化のサービスへの影響  ・・・・・・１１３ 
  ４－４－１ 日系ホテルの事例（GHS）／１１３ 
 ４－４－２ 日中合弁ホテルの事例（CFG）／１１８ 
  ４－４－３ 中国国有ホテルの事例（JJH）／１２２ 
 ４－４－４ 欧米系ホテルの事例（PRH）／１２６ 
 ４－４－５ 事例考察に対する分析／１３０ 
４－５ まとめ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３５ 
 
第五章 職業教育によるサービス意識の養成への影響  ・・・・・・１３９ 
５－１ 学校教育内部での職業教育  ・・・・・・・・・・・・・１４０ 
 ５－１－１ 中国の場合／１４０ 
５－１－２ 日本の場合／１４４ 
 ５－２ 観光職業教育におけるサービス意識への教育  ・・・・・１４８ 
５－３ ホテル関係の職業教育によるサービス意識の養成  ・・・１５２ 
 ５－３－１ 中国専科学校の事例（STS）／１５２ 
 ５－３－２ 日本専門学校の事例（HTO）／１５９ 
５－４ まとめ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６６ 
 
終章  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６９ 
１ 中国人のサービス意識の実態  ・・・・・・・・・・・・・・・１７０ 
２ 中国人のサービス意識に与える影響  ・・・・・・・・・・・・１７２ 
３ サービスの質的向上に向けて  ・・・・・・・・・・・・・・・１７５ 
４ 今後の課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７７ 
 
 
付録資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７９ 
謝辞  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１３ 


















































































































































































目的で、2007 年 7 月 15 日から 8 月 30 日までの約 1 ヶ月半の間に、上海の 5 つ星ホテル
や高級レストランの付近および空港などで中国人一般を対象に実施した。なお、アンケー
トの設問は 16 問で 10 名の調査員に 530 部のアンケート用紙を委託し、各調査員が直接ア
ンケートを実施する方式を採用した 9
フィールドワークの調査対象としては、ホテル 4 軒とホテル関係の専門学校 2 校をとり
あげた。4 軒のホテルは中国における日系ホテルである上海花園飯店（Garden Hotel 
Shanghai、以下GHSとする）、日中合弁ホテルである北京長富宮飯店（Chang Fu Gong 
Hotel、以下CFGとする）、中国国有ホテルである上海錦江飯店（Jin Jiang Hotel、以下JJH
とする）、そして欧米系ホテルである上海波特曼丽嘉酒店
。調査員から 520 部の有効回答を回収できた。 
10
                                                   
5 本論文で示すインタビューとアンケートの詳細内容において、回答例に人数をあげていないものは 1 人
のみの答えとなる。 
（The Portman Ritz Carlton 
Shanghai、以下PRHとする）の 4 つである。このうちJJHの開業年数が最も長いが、CFG
とGHS、PRHも 10 年以上の歴史があり、4 社とも 5 つ星ホテルで知名度の高い代表的な
都市ホテルである。ホテルに対する事例研究は企業文化による表層文化・中間層文化・核
心層文化の 3 側面から考察を行う。また、ホテル関係の 2 つの専門学校は日本の大阪にあ
6 各ホテルでのインタビューの質問事項は付録資料 2・3・4・5 を参照されたい。 
7 各学校における教師と学生に対するインタビューの質問事項は付録資料 6・7・8・9 を参照されたい。 



















CFG 2004 年 3 月 8 日―3 月 31 日 16 名（3 名） 約 2 時間 
GHS 2004 年 4 月 10 日―5 月 9 日 13 名（2 名） 約 1 時間半 
JJH 2004 年 5 月 20 日―6 月 10
日 
7 名 約 1 時間 
PRH 2007 年 7 月 30 日―8 月 25
日 




2007 年 9 月 7 日―9 月 21 日 教師：12 名 約 40 分 
学生：40 名 約 20 分 
HTO 
2007 年 6 月 5 日―6 月 29 日 教師：11 名 約 40 分 















ティ ツーリズム専門学校において」、『ホスピタリティ ツーリズム研究論集 2 号』、
                                                   
11 各調査対象の概要を本文において示す。 
 8 









○2006 年「第 2 部ブランド化としての歴史的まちなみー集客力のある自治体をめざし













































































































































































                                                        











编『中国服务贸易发展报告 2007』中国商务出版社,2007 年。江小涓·裴长洪『中国服务业发展报告 No.3:“十
一五’’时期中国服务业发展的思路,目标与体制政策保障』社会科学文献出版社，2004 年。何德旭主编『中国












1978 年の改革開放以来、中国のサービス産業は著しい成長を見せている。資料 12 から
分かるように、サービス産業の増加価値は 1978年の 872.5億元から 2002年の 49898.5億
元に増え、1978年に比べ約 57倍も増加し、さらに 2008年には 120486.6 億元にまでのぼっ
た。そのうち、宿泊と飲食業の増加価値も確実に伸び続けている。また一人当たりのサー
ビス業の生産価値は 1978年の 89.4元から 2002年の 2688.4元までに増加し、約 30倍に増
えた（欧新黔 2004：13）。サービス産業の従業者人数は 1978年の 4890万人から 2002年に
は 21090万人に、2008年には 25717万人に増えた。それに対応して、1992年 6月中国政府
は第三次産業の発展を加速する決定をして以来、1995 年に開かれた中国共産党第 14 回中


















                                                        
5 『国民経済行業分類とコード』の基本構造は付録資料 11 を参照されたい。 
。一方、中国のサービス産業は 1978 年以来、
平均成長率 10％を超えているが、GDPにおける比率は付録資料 12 のように 2008 年でわず
































                                                        
9 1952 年のサービス産業のＧＤＰにおける比重は 29.8％であり、1978 年は 23.9％までに下がった。その
主因は改革開放前、政府がサービス産業の発展を重視していなかったことにあると指摘されている。（何
德旭 2008：6） 









資料 13 の年度別の中国における観光収入の統計から見ても、2003 年SARSの影響で少々減
少した以外は年々増加する傾向にある。中でも国内観光の成長が 2005年より顕著になって
きた。2006 年から 2007 年の観光産業にかかわる世界ランキングでは、観光客者数では中




















                                                        














的な交流を強化する点において役立ったと評価されている。1966 年から 1977 年までは、
文化大革命という社会状況が不安定な時期に当たり、観光業の活動はほぼ停止状態にあっ
た。 





















                                                        
15 中国では「中華人民共和国」としての 1949 年の建国を契機に、1949 年以降の中国を新中国と呼称する。 
16 1979 年、北京などの 4 都市で華僑資本と外資を導入し、6 軒のホテルが建てられた。建国飯店は中国国
際旅行社北京支店と香港中美旅館発展有限会社との合弁で建てられたホテルであり、マネジメントはザ・
ペニシュラホテルズによって行われた。建国飯店は 1979 年に建設が着手され、1982 年に正式に営業が始
まった。なお当時、中国国際旅行社は企業ではなく、行政機能を果たす一種の国家機関であった。 

















                                                        














场出版社 2005。魏卫・袁继荣编著『旅游人力资源开发与管理』高等教育出版社 2004 など。 
20
 张建萍『生态旅游理论与实践』中国旅游出版社 2001。王保伦主编『会展旅游』中国商务出版社 2004。
董智勇主编『中国森林旅游学』石油工业出版社 2002。楼嘉军『娱乐旅游概论』福建人民出版社 2000. 董
玉明主编『海洋旅游』青岛海洋大学出版社 2002。国家旅游局规划发展与财务司主编『中国旅游景区发展
报告 2005』中国旅游出版社 2005。李宝明『旅游企业管理』经济科学出版社 2004。向三久主编『旅游法规
概论』高等教育出版社 2001 など。 
21
 宋采义『中国旅游文化』河南大学出版社 1999。邵骥顺【中国旅游历史文化概论】上海三联书店 1998。
章尚正『中国旅游文学』福建人民出版社 2002。喻学才『旅游资源』中国林业出版社 2002。冉隆德, 王利
平主编『旅游与文化』中国海关出版社 2004。刘纯主编『导游与旅游必读』上海科学技术出版社 1992。王






























１－１－３ ホテル業の概況  
                                                        
22 例えば：魏向东『旅游概论』中国林业出版社，2000。杨时进・江新懋『旅游概论』中国旅游出版社，1986。
王琦主编『新编旅游概论』清华大学出版社，2009。王宁・刘丹萍・马凌等编著『旅游社会学』南开大学出


















                                                        




































ホテルの規模 超大型ホテル（客室数 1000以上）、大型ホテル（客室数 600以上）、





















                                                        
29 「星級飯店」はいわば星がついたホテルのことである。 
と略す）の制定からである。この「評価基準」の制定と公布はホテルのミシュラ











。周知の通り、中国のホテルのランクは 1 つ星、2 つ星、3
つ星、4つ星、5つ星に分けられている。さらに、2003年に公布された現行の「評価基準」
























































36 2007 年まで、合計 41 個の国際ホテル・マネジメント・グループが中国に進出し、516 軒のホテルの管
理あるいは共同管理を行っている。中国本土にある海外のホテルブランドは 67 に達している。（孟・陳・
謝 2009：34） 
37孟・陳・謝 2009、張润钢 2004、中国旅遊飯店業協会 2004、王大悟 2002、王・劉 2002など。 
38斉 1999、牛・卢 1994、袁 2002、楊 2004、郭 2007など。 
39魏 2007、谷 2008、何 2005など。 
40 赵西萍『饭店营销管理』云南大学出版社 1999。袁国宏『现代饭店可持续发展的战略与对策』广东旅游
出版社 2000。饶勇编著『现代饭店营销创新 500例』广东旅游出版社 2002 など。 
41譚 2001、張德 2003、林・郭 2007など。 
42王 2003、張 1999など。 
43陳 2002、戴 2003、中国旅遊飯店業協会 2003など。 
44王 1984、鄭 2000、王福鑫 2007など。 

























 なお、中国のホテル業界に存在する問題点あるいは課題として、主に 3点があげられる 46
                                                        

































                                                        



















ービスの解説と概論（鄭 2007、李 2008、王大悟 2003など）、サービスの経済学（高 1990、
黄 2003、陳 2008など）、サービスの品質管理（金 1989、王麗華 2007、丁 2007、張 2006、
李 2001など）、サービスのマネジメントとマーケティング（何 2005、張文建 2003、張 1999
など）、また 20世紀末からは企業文化としてのサービス文化が研究者の間で大いに研究さ












                                                        
48 『新しい中国語・古い中国語』（芝田稔・鳥井克之 1985 光世館 ｐ.236）の中では高名凱・劉正琰著
『現代漢語外来詞研究』（文字改革出版社 1958）の紹介で「服務」が中国語の外来語として書かれてい
る。また、実藤恵秀（『増補 中国人日本留学史』1970 くろしお出版 ｐ.397）では、「服務」は中国人
の認めた日本語由来の中国語として紹介されている。 
49 付録資料 14 の観光に関する法律法規を参照せよ。 
 28 
マを出し、サービス産業にも適用できる 2000年版 ISO9001という基準を公布して以来、サ





























































































































                                                        






























































                                                        
54 これら 3つの他に、前田はサービスの 4番目のタイプをもあげた。それは「実質的・経済的な利得の供
与」というサービスである。いわゆる商品の値下げなどを意味する。これはやや性格の異なるタイプとし
てあまり触れなかった。（前田 1982、前田・作古 1987） 


















































































































































































































。その結果の詳細は表 2-1と表 2－2のようにまとめられた。 
 
                                                   































人数 244 276 109 201 137 54 19 353 29 19 18 86 
合計 520人 520人 505人（無回答 15人） 
表２－２：中国人一般の「服務」に対する理解 
問 4：中国のサービス業のサービスに関する現状を改善する必要がありますか？ 
回答 ① ある （428 人） 
② ない （31 人） 
③ 分からない  （59 人） 
④その他 （2 人：部分的に改善する必要がある） 
問 5：問 4 で①を選択した方にお聞きします、サービスの改善に繋げるには、何が重要で
すか？（複数選択の場合は、重要度の高低順に並べてください） 
回答 ① サービス業従事者の社会地位と給料を高める  （160 人） 
② 従業員のサービス意識を強化する  （256 人） 
③ 従業員に対するサービス知識の教育を強化する （119 人） 
④ 従業員のサービス技能とテクニックを高める  （192 人） 
⑤ 従業員のモラルを向上する  （185 人） 
⑥ 人々のサービスに対する正しい認識作り （207 人）  
⑦ サービスの仕事と提供者を理解し、尊重する  （138 人） 
⑧ 適切な苦情処理システムを確立する  （166 人） 
⑨ その他（3 人：サービスの態度、よい素質、信頼性）（無回答 53 人） 
問 6：「サービス」についてどのように理解していますか？（複数選択可、あるいは自由記
述） 
回答： ① 人の世話をし、面倒をみる仕事  （31 人） 
② 奉仕精神を備えること （206 人） 
③ 他人の享受を満足させるために提供する労働  （176 人） 
④ サービスの提供者と利用者の双方の相互的活動  （221 人） 
⑤ 価値のある商品の一つ  （138 人） 
⑥ 社会的地位の低い仕事  （12 人） 
⑦ 主に礼儀作法において表現される （189 人）  




回答 ① 臨機応変    （68 人） 
② 大雑把   （124 人） 
③ 注意深い、思いやる心   （78 人）  
④ 親切、周到    （129 人） 
⑤ 消極的、無愛想  （103人） 
⑥ マニュアル通りの対応、融通が利かない  （289人） 
⑦その他（31人：分からない（6人）よいサービスと悪いサービスのアンバラン





回答 ① ある  （164 人） 
② ない  （162 人） 




回答 ① サービスの態度と観念  （249 人） 
② 他人の便宜を図る意欲  （176 人） 
③ サービスに対する正しい認識と理解 （193 人） 
④ サービスを自分の責任と義務と見なす  （236 人） 
⑤ 自発的・積極的・心からサービスを提供すること  （274 人） 
⑥ 他人にサービスを行う習慣  （75 人） 
⑦その他（2 人：職業への要求、相互的な活動）（無回答 3 人） 
このように、問 4と問 52



















                                                   















































































項目 年間ホテルの利用回数 ホテルの利用する理由 
詳細 1 － 5
回 
6－10















299 129 45 21 14 11（無
回 答
1） 






回答 ① 価格  （268 人） 
② 交通の利便性  （227 人） 
③ サービス  （281 人） 
④ 料理  （109 人） 
⑤ 施設設備   （162 人） 
⑥ 知名度  （65人） 
⑦ 格付け   （102人） 
⑧その他（5 人：総合的に判断、衛生、冷蔵庫など）（無回答 3 人） 
問 4：よいホテルとして何を重視すべきでしょうか？（複数選択のある場合は、重要度の
高低順に並び、選んでください） 
回答 ① 客室の設備   （344 人） 
② 料理飲料  （277 人） 
③ サービスの質   （413 人） 
④ ビジネス用施設と設備  （143 人） 
⑤ レジャー施設   （105 人） 
⑥ 社員教育  （139人） 
⑦ チームワーク  （71人） 
⑧その他（3 人：安全性、一体化管理）（無回答 3 人） 
問 5：サービス面において、ホテルの最も改善すべきところは何だとお考えですか？ 
                                                   
4 アンケートの詳細内容は付録資料 10 を参照されたい。上記した人々のサービスへの認識と理解につい
てのアンケートと同時に実施した。 
 46 
回答 ① 標準的なサービス（規範化・標準化服務）   （143 人） 
② 個性的なサービス（個性化服務）   （119 人） 
③ 情感的なサービス（情感化服務）  （101 人） 
④ ヒューマン・サービス（人性化服務） （151 人）   
⑤その他（4 人：競争的手法、評価法の改善、総合的な改革など）（無回答 2 人） 
問 6：ホテル業のサービス理念としてどれが最も適切だと思いますか？ 
回答 ① 客は神様である  （84） 
② 賓至如帰   （285） 
③ 客は友達   （97） 
④ 全ての客に同じように接する（平等に扱う）  （71） 
⑤ 従業員が第一  （9） 
⑥ 客が第一  （76） 
⑦その他（無回答 5 人） 
問 7：現在、中国におけるホテル業のサービス水準についてどのようにお考えですか？ 
回答 ① 高水準   （12 人） 
② どちらかといえば高い水準   （105 人） 
③ 普通  （334 人） 
④ どちらかといえば低い水準   （32 人） 
⑤ 低水準   （11人） 
⑥ 分からない   （10 人） 
⑦その他（13 人：アンバランス、地方によって異なる、格付相応）（無回答 3 人） 
問 8：ホテル業に従事する者としてどんなサービス意識を持っていると思いますか？（複
数選択可） 
回答 ① 親切、積極性  （187 人） 
② 心を込めて力を尽くす  （180 人） 
③ 報酬によって仕事をする  （99 人） 
④ 顧客至上主義  （143 人） 
⑤ 人によって仕事をする （98 人）  
⑥ 客の立場で考える  （101 人） 
⑦ 消極的、行き届かない  （49 人） 
⑧ 面倒をなるべく避ける  （59 人） 
⑨その他（10 人） 
このように、問 3 と問 4 はホテルの利用者いわば顧客が関心を持っている点についての
問いである。問 3 では「サービス 281、価格 268、交通の便利さ 227」が上位を占めてい
ることから、ホテルを選択する顧客の動機付けが窺える。なお、重視度の高低順位では「価






































































                                                   
6 子産（紀元前？－522年）、春秋戦国時代鄭国の政治家・思想家である。



















































                                                   
7 インタビューの詳細は付録資料 2－4・8・9 を参照されたい。ここでいうホテルの中国人従業員は、フ
ィールドワークを実施した 4つのホテルの従業員を指し、計 48名である。また、上海旅遊高等専科学校
























































































                                                   
8 この hospes は、味方としての余所者と同時に敵としての余所者を意味する古ラテン語の hostis と、可能













































かである。    
なお、服部はホスピタリティの構成要素について機能的要素群、物的要素群、人的要素























                                                   






























































































































































                                                   
12 「お客様は常に正しい」は英語では「The guest is always right」となるが、「現代ホテル経営の王」
と呼ばれるアメリカ人のスタットラー（Statler・E・M、1863－1928）によって提唱された。この言葉を












































































































































サービス  ≒  ホスピタリティ 
（顧客の気持ちを察知することが重要、ホスピタリティがサービスの土台） 
中国 
















２－４ サービス意識とホスピタリティ  
                                                   
15 北川能之『日本的ホスピタリティのメカニズムについて』学校法人森谷学園観光総合研究所のホームペ
ージ http://www.tri.gr.jp/works/kitagawa.htm（2003 年 11 月 3 日） 
















































































































































                                                                                                                                                 
を行った。調査の日付は 2004年 6月 25日である。 







































































































































































































                                                   




































により参照（2010年 9月 30日調べ） 





















































































































































1127－1279年 南宋、金 ・「驛舎逓舗」は軍隊組織に属し、軍事的役割を果たした。 
・遊女をおく宿泊施設が多く、玉石混交な状況が続き、宿泊発展史に
おいて汚点とされる。 

































                                                   
14 「駅」とは長舎（うまや）ことで、街道に荷を運んだり、乗用の馬を準備したところの意味であり、





























































































































































































































































































































































































                                                   



































































































                                                   




退しており、あらゆる業種の復興を待ちかねていた。1978 年 12 月に開催された中国共産







た。1978 年の海外観光客数は 180.9 万人にのぼり、それまでの 20 年間の総数を超え、1979
















































































































































































し得るかを捉えるものである（茂木 1991：153）。  
7
                                                   









































に概括的な名称を与えると、表 4－1 のようにまとめることができる 8
                                                   



































                                                   































































































中国企業の特徴          企業文化の本質        文化的背景 

































































21 人本主義は、伊丹敬之により資本主義と対照するために考えられた造語である。（伊丹敬之 1986.5.13 
「日本企業の国際化は「人本主義」で――日本的経営の原理の解明と展開」週刊誌『エコノミスト』64
巻 20号 毎日新聞社） 
 104 
は日本企業における中心的な価値観として複数の研究者によって指摘されている（劉 2001、

















  日本企業の特徴         企業文化の本質       文化的背景 
             具現             影響 




た。1914 年から 1917 年までの第一次世界大戦においてアメリカは世界の工場の役割を果
たし、軍需産業の発達によってのちの経済と社会の全面発展のための財力を蓄えた。アメ
                                                   










































                                                   
23「アメリカ経営史」 http://www1.ocn.ne.jp/~cdl65021/K4.htm を参照（2010 年 10 月 9 日調べ） 


















学的な合理性を重視する。   
アメリカ企業の特徴        企業文化の本質        文化的背景 
















































































差 異 点 




















                                                   





















































































                                                   
29 430枚のアンケートが配布され、408枚が回収された。そのうち、有効回答の数は 395枚であった（譚
衛平 2003：19―20）。 


































































































                                                   
33 ホテル内のショップのみ、日本の三越百貨店によって運営されている。 
。 
34 ISO（International Organization for Standardization：国際標準化機構）により制定された品質
マネジメントの国際規格である。ISO9001：2000 は、ISO9001 の第三版であり、最新の国際標準規格で
ある。 














































客室にはアンケートが 2枚置かれている。1 枚は日本語版で 3 段階評価法が用いられる
が
が多い。 




















                                                   
39 日本においても、類似するキースタイルを用いるホテルがある（HOTEL GRAPHICS編集プロジェクト編 





41 添付資料 20を参照されたい。 












































GHS のサービスの実態について、上海において GHS のサービスレベルが高いと主張す


























































                                                   
47 シーシーアイ株式会社は、新日本製鉄、朝陽貿易、三菱商事など 45 社の共同出資会社である。 
































                                                   
49フィールドワークの時点ではフロントに研修生が６人もいた。 
















































































































60 宿泊客の実際の構成は、中国人客が約 30－40％で、外国人客が約 60－70％である。外国人の中では日
本人客の割合が最も高く約 60％を占めている。 
61 日本人客の好みに対応する特別なサービスはない。日本人客が JJH を選ぶ理由にホテルの向かい側に
ある GHS が近いからと従業員はいう。具体的には、日本から来る VIP が GHS に泊まる場合、報道陣や
関係者がよく JJH を利用することや、また JJH の宿泊料が GHS より安いこともあって、日本語の通訳
















































JJH の社員教育は形式的に CFG や GHS と変わりがない。すなわち新人教育、現場教


























































（一日また一日と過せばいい）」と答えたのはそれぞれ 2 人である。無回答は 3 人である。
転職の予定の有無について 2 人は「ある」と答えたのに対して、5 人は「ない」と回答し
た。「ない」と答えた 5 人の理由には「年齢が高い（3 人）、他に行くところがない（2 人）」
があげられている。このように仕事に対して意欲的とは言えず 68

























リッツ・カールトンは世界各地に展開している 5 つ星クラスのラグジュアリーホテル 69






























開き、誕生日の従業員に 50 元の祝い金とケーキを贈り、離職者には部署内での送別会 75を
行い、新入社員 76への歓迎会も行う。なお、従業員全員は「クレド」と呼ばれる四つ折の
ラミネートカード 77と「ファーストクラス・カード」78











73 PRH の成功の理由について総支配人は 100％の従業員満足が 100％の顧客満足に繋がり、そして利益
をもたらすという仕組みが最大の理由であるという。 
74 資料 26 を参照されたい。そこであげられる意見とそれに対する解決法を従業員通路に貼る（資料 35
を参照されたい）。 
75 送別会では部署の責任者のみならずホテルの最高責任者も出席し、感謝の言葉をおくる。 
76 新入社員の紹介は従業員通路に 1 ヶ月間貼る。 
77 詳細の内容は付録資料 25 を参照されたい。 
78 「ファーストクラス・カード」のオリジナルは助けてくれた相手に贈る。その写しの一枚は人事部に渡
し詳細に記録することで人事査定の参考資料となる。もう一枚は所属する部署の掲示板に貼り同僚に知ら







































83 アンケート用紙は付録資料 24 を参照されたい。 
84 SQI は「サービス・クオリティー・インディケーター」の略称で、12 項のチェック項目からなり、各
部門の欠陥を点数として加算し、ゲストの不満足度を数値化して示す。各部門の数値と全体の合計数値は
毎日算出され、ディリー・ラインアップを通じて全スタッフに伝達される。（井上・藤塚 2007：260－261） 






























































の 3 ステップ（5 人）、ホスピタリティ的なサービス（2 人）、上司と部下・同僚の間では


























による性格上の違いでそれぞれ強調する度合いが異なる。具体的に CFG と GHS はより日








イルである。JJH 以外の 3 社はそのスタイルを採用し、専属部署あるいは従業員によって
集計する。中でも PRH はアンケートのみならず日常業務まで数値化することによって科



















風土 革新力を重視 経験を重視 経験を重視 資質と能力を重視 
































































項目 ホテル ＣＦＧ ＧＨＳ ＪＪＨ ＰＲＨ 



































































































                                                   






























































                                                   
89 形式的な点は、例えば日本語の使用（熟練していない）、日本人客の出入り、最初に立てられた日中合
弁ホテルとしての知名度、ニューオータニによる VIP接待のノウハウなどである。 































                                                   






















                                                   
































                                                   
1 社会施設でのトレーニングはその形式が多種多様であり、短期間に限定するものが多いため、本研究で
は取り扱わないことにする。 


















                                                   





























 中等専門学校 技工学校 職業高校 
入学資格 中卒（高卒） 中卒（高卒） 中卒 
修業年間 3－5 年（中卒）、2－3 年
（高卒） 
3 年（中卒）、2 年（高卒） 3 年 
養成目標 中級技術者と管理者 中級技術者と労働者 中級技術・管理者と労
働者 


































出所：陸素菊 1998：72 により再引用 
先行研究によれば、これまでの短期高等教育機関の理念と内容は伝統的な大学との比較





































学校法制上の各種学校は 1879 年に公布された教育令第 2 条で「学校ハ小学校中学校大学
校師範学校専門学校其他各種ノ学校トス」と規定され、1947 年に公布された学校教育法（最







                                                   









































（原注 1）就業年限 2 年以上、課程の修了に必要な総授業時数が 1700 時間以上の専門学校卒業生（大
学入学資格を有する者に限る）に限る。 
（原注 2）文部省の指定を受けた修業年限 3 年以上の高等専修学校卒業生に限る。 
出所：上林喜久子 2002：44 により引用 
そのうち、最も飛躍的な発展を遂げたのは専門学校（専修学校の専門課程）である。専
門学校は専修学校の学校数の八割以上、生徒数は七割以上を占め 5
                                                   
5 1976 年から 1990 年まで専門学校の学校数は 1523 校から 2731 校に、生徒数は約 27 万人から 61 万人
































































て以来、2009 年 4 月まで 39 校 43 学科となり、大学院レベルでは 1998 年立教大学が初め
て観光学研究科を創設してから 6 校となった（小畑力人 2009）6
                                                   





















ると指摘する先行研究も多い（大谷新太郎ら 2006、朝倉・梅川 2006、荒木長照ら 2008bc）。 
日本の観光職業教育の現状に対して、中国での観光に関わる高等職業教育の始まりは
1979 年に史上初の観光高等教育機関として創設された上海旅遊高等専科学校である 9
                                                                                                                                                 





に関わる高等教育機関は 2008 年までで 810 校、在校生は 440038 人となった（中国国家
旅遊局 2009：529）。観光に関わる職業教育の研究は短期高等教育と普通高等教育、両者
および外国との比較研究、歴史的研究、外国観光教育の研究などマクロ的・ミクロ的に多
7 山上徹 2006「4 年生大学・大学院における観光教育のあり方」『観光ホスピタリティ教育学会（1）』日
本観光ホスピタリティ教育学会第 4 回全国大会 p.87。廣岡裕一 2007：220 より再引用。 
8 株式会社北海道 21 世紀総合研究所、財団法人関西情報・産業活性化センター、財団法人えひめ地域政
策研究センター2007 年 3 月「地域における「人づくり」に関する研究―観光分野における人づくり」株


























                                                   































































































研修に要する期間は 3 ヶ月から 1 年間までと一律ではない。 
15
カリキュラム 
、在籍学生 144 名の内 40 名の学生に一人あた
り約 20 分をかけて行った。また教師へのインタビューはホテル専攻において「ホテル概
論・ホテルマネジメント」などの専門科目を担当する教師に限り、全 22 名の内 12 名を対







                                                                                                                                                 
え、STSの校名は観光に関わる産業界と教育界では知名度が高いため、校名を変更せずに、専科コースと
社会人向けの短期教育コースで存続することとなった。 
13 副校長先生の話によると、STS の卒業生は 5 年以上同じ業界で勤務する職業安定率が 50％で、他の観
光教育学校に比べると高いということである。 
14 ちなみに、STS と HTO は姉妹提携校である。 
15 3 年制教育であり、3 年生はホテル実習のため在校しておらず、1 年生は 9 月に入学したばかりのため、
インタビューの対象として不適切であると判断し、2 年生を対象にした。 





































































回答 理論的な授業・講義（8 人：解釈・ケーススタディ）、理論＋実践の授業で（3 人） 
その他：率先垂範する、学生とのコミュニケーション 
問 7、STS の教育理念は何ですか？（学校の特徴など） 
回答 職業教育での実技重視（6 人）、無回答あるいは知らない（5 人）、業界に依拠し、
従う（3 人）、「前店後校式」の教育モデル（3 人）、幸福を創造し、楽しみを分かち




















問 10、STS ではどのように学生のサービス意識を養成していますか？  
回答 
授業講義をメインとする（4 人）、実技を重視する（3 人） 
その他：マニュアル的なサービスを強調、ケーススタディを通してパーソナリティ
的なサービスを強調、先生の率先垂範によって、様々なイベントや小さい出来事 






































サービスの定義や Service からの説明（5 人） 
問 6、先生は何を通してサービスを理解させますか？（例えば：授業、雰囲気など） 
回答 
専門授業（29 人：フロントオペレーション（13 人）、サービス実技の授業（3 人）、




























カリキュラムがいい（11 人）、就職にいい（4 人）、学校の設備や施設がいい（3 人） 
短所：校内実習に具体的かつ有効な計画がない（11 人）、理論系授業が実践系授業
より多い（8 人）、実技できる先生が少ない（2 人）、不足なし（6 人） 





（6 人）、ホテル業についてより深く理解した（3 人）、得たものなし（3 人） 
問 12、あなたは、中国人（あるいはホテル）によるサービスの特徴は何だと思いますか？ 
回答 




























































HTO の前身は 1981 年に開校された「大阪トラベルジャーナル旅行学院」である。その




















HTOでの調査は昼間部ホテル科に焦点を当て、2007 年 6 月 5 日～29 日において昼間部
ホテル科に携わる教師および 1 年と 2 年の学生を対象とした。その内訳は教師の 11 名に








                                                   
22 実技訓練とサービスの実体験をさせるため、HTO にはバーカウンター実習室・フロントオペレーショ
ン実習室・フード＆ビバレッジ実習室・ホテル客室実習室・ブライダル実習室・旅行カウンター実習室・





できるシステムで、大学の基礎教育に類似している。2007 年 4 月からは「ホームルーム」
の時間に「ホスピタリティ研修」という科目とコース選択科目を新しく導入している。ホ
23 『ホスピタリティ通信』は季刊として 3 号まで刊行され、『ホスピタリティ・ツーリズム研究論集』は
2007 年より年刊として発行されている。 
24 昼間部ホテル科専属講師は 6 名である。教師に対するインタビューは非常勤講師を除く。なお、昼間
部ホテル科の一年生は全 128 人で、2 年生は全 132 名であった。その内、留学生の人数は 45 名であった。
今回の調査は留学生と夜間部を対象外とした。インタビューを行った 34 名の学生は、1 年生が 15 名で、
2 年生が 19 名であった。 



































近年 HTO は積極的に各国から留学生を受け入れ、留学生向けの特別授業も設けている。 





設問と回答を抽出し、表 5－4 によって示す。 
表５－４ 教師に対するインタビューの結果（複数回答あり） 
問 1、「ホスピタリティ」という言葉はいつ、どこでお知りになりましたか？ 











回答 対価的、金銭で換算できるもの（9 人）、商品の 1 つ（2 人）、相手の問題解決と
満足と喜びを創造するもの（2 人）、主従・上下関係（2 人）、サービスの目的は
他人への貢献、目に見えやすいもの 















回答 率先垂範すること（5 人）、礼儀やマナー（4 人）何か他人にしてあげる気持ち
の養成、学生の行動力 


















学生に対するインタビューの結果は表 5－5 によって示す。 
表５－５ 学生に対するインタビューのまとめ（複数回答あり） 
問 1、「ホスピタリティ」という言葉はいつ、どこでお知りになりましたか？ 











回答 ホスピタリティと同じもの（7 人）、客に喜んで、満足してもらうこと（7 人）、
お金をもらって奉仕する（仕事をする）こと（7 人）、接客における具体的なや

















回答 授業（22 人、授業名：「HR」ホスピタリティ研修（7 人）・実技の授業（7 人）・
ホテルビジネス論・進路オリエンテーション）、先生のふるまい（5 人）、学校













回答 感じたことがない（或いは気付いていない）（11 人） 
感じたことがある（23 人）、具体的には：エレベーターで待ってくれたり、扉
を押えてくれたり、「ありがとう」と言われたりすること（14 人）、先生の対応
がいい（5 人）、友達の親切さと助け合い（4 人） 
問 9、学生のサービス意識あるいはホスピタリティ精神の育成には何が必要だと思います
か？それに対して HTO では何か不足点がありますか？あるなら何ですか？ 
回答 分からない（あるいは考えたことがない）（6 人） 
必要なこと：実践すること（経験、体験）（7 人）、相手を思いやる心と気持ち
を持つこと（6 人）、笑顔（4 人）、先生や先輩が見本として率先してやっている






回答 分からない（8 人）、細かいところに気配り（5 人）、上下関係（4 人）、マニュ
アル的（4 人）、敬語（3 人）、礼儀と挨拶を重視する（2 人）、丁寧さ（2 人）、
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１、性別：   ①男     ②女 
 
２、年齢：①18－24 歳   ②25－35 歳   ③36－45 歳   ④46－55 歳   ⑤55 歳以上 
 
３、居住地（省市）：（                            ） 
 
４、中国のサービス業のサービスに関する現状を改善する必要がありますか？ 





  ①サービス業従業者の社会地位と給料を高める  ②従業者のサービス意識を強化
する  ③従業者に対するサービス知識の教育を強化する  ④従業者のサービス
技能とテクニックを高める  ⑤従業者のモラルを向上する  ⑥人々のサービス
に対する正しい認識作り  ⑦サービスの仕事と提供者を理解し、尊重する  ⑧適
切 な 苦 情 処 理 シ ス テ ム を 確 立 す る   ⑨ そ の 他




  ①人の世話をする仕事  ②奉仕精神を備えること  ③他人の享受を満足させる
ために提供する労働  ④サービスの提供者と利用者の双方の相互的活動  ⑤価
値のある商品の一つ  ⑥社会的地位の低い仕事  ⑦主に礼儀作法において表現
さ れ る   ⑧ 人 を 助 け る 行 為   ⑨ そ の 他
（                       ） 
 
７、中国的なサービスにはどんな特徴があると思いますか？（複数選択可） 
  ①臨機応変    ②大雑把的   ③注意深い、思いやる    ④親切、周到的    ⑤消極
的 、 無 愛 想   ⑥ マ ニ ュ ア ル 的 、 融 通 が 利 か な い   ⑦ そ の 他
（                 ）     
 
８、サービス業に従事する者にサービス意識があると思いますか？ 





  ①サービスの態度と観念  ②他人の便宜を図る意欲  ③サービスに対する正し
い認識と理解  ④サービスを自分の責任と義務と見なす  ⑤自発的・積極的・心
からサービスを提供すること  ⑥他人にサービスを行う習慣  ⑦その他




  ①社会的環境  ②自身の修養  ③企業あるいは団体組織内の社員教育  ④サ
ービス提供者を養成する学校の職業教育  ⑤家庭教育  ⑥一般的な学校教育 
  ⑦その他（                   ） 
 
１１、海外に行ったことがありますか？ 








  （                                    ） 
 
１４、「hospitality」という単語をご存知ですか？ 















①1－5回     ②6－10回    ③10回以上   ④20回以上   ⑤30回以上    ⑥その他





①ビジネス（出張など）   ②観光   ③会議   ④その他（                    ） 
 
３、ホテルを選択する時に何を重視しますか？（重視度の高低順に並び、選んでください） 
①価格  ②交通便利  ③サービス  ④料理  ⑤施設設備   ⑥知名度  ⑦格付け   




  ①客室設備   ②料理飲料   ③サービスの質   ④ビジネス用施設と設備   ⑤レジ
ャー施設   ⑥社員教育  ⑦チームワーク  ⑧その他（                ） 
 
５、サービス面において、ホテルは最も改善すべきところは何だとお考えですか？ 
   ①標準的なサービス   ②個性的なサービス   ③情感的なサービス  ④パーソン
ナリティ的なサービス   ⑤その他（                         ） 
 
６、ホテル業のサービス理念としてどれが最も適切だと思いますか？ 
   ①客は神様である  ②賓至如帰   ③客は友達   ④全ての客を同じように接する
（ 平 等 に 扱 う ）   ⑤ 従 業 員 を 第 一   ⑥ 客 を 第 一   ⑦ そ の 他
（                      ） 
 
７、現在、中国におけるホテル業のサービス水準についてどのようにお考えですか？ 
  ①高水準   ②どちらかといえば高い水準   ③普通  ④どちらかといえば低い




  ①親切的、積極的  ②心を込めて力を尽くす  ③金によって仕事をする  ④顧
客至上  ⑤人によって仕事をする  ⑥客の立場で考える  ⑦消極的、不行き届





















分類 コード 行 業 名 称 
第一次産業 Ａ 农，林，牧，渔業    


















































1978 872.5 23.9 4890 12.2 44.6 
1979 878.9 21.6 5177 12.6 44.0 
1980 982.0 21.6 5532 13.1 47.4 
1981 1076.6 22.0 5945 13.6 54.1 
1982 1163.0 21.8 6090 13.5 62.3 
1983 1338.1 22.4 6606 14.2 72.5 
1984 1786.3 24.8 7739 16.1 96.8 
1985 2585.0 28.7 8359 16.8 138.3 
1986 2993.8 29.1 8811 17.2 163.2 
1987 3574.0 29.6 9395 17.8 187.1 
1988 4590.3 30.5 9933 18.3 241.4 
1989 5448.4 32.1 10129 18.3 277.4 
1990 5888.4 31.6 11979 18.5 301.9 
1991 7337.1 33.7 12378 18.9 442.3 
1992 9357.4 34.8 13098 19.8 584.6 
1993 11915.7 33.7 14163 21.2 712.1 
1994 16179.8 33.6 15515 23.0 1008.5 
1995 19978.5 32.9 16880 24.8 1200.1 
1996 23326.2 32.8 17927 26.0 1336.8 
1997 26988.2 34.2 18432 26.4 1561.3 
1998 30580.5 36.2 18860 26.7 1786.9 
1999 33873.4 37.7 19205 26.9 1941.2 
2000 38714.0 39.0 19823 27.5 2146.3 
2001 44361.6 40.5 20228 27.7 2400.1 
2002 49898.9 41.5 21090 28.6 2724.8 
2003 56004.7 41.2 21809 29.3 3126.1 
2004 64561.3 40.4 23011 30.6 3664.8 
2005 73432.9 40.1 23771 31.4 4193.4 
2006 84721.4 40.0 24614 32.2 4792.1 
2007 103879.6 40.4 24917 32.4 5547.2 


















1978 181（72） 2.63 ― ― ― 
1979 420（153） 4.49 ― ― ― 
1980 570（350） 6.17 ― ― ― 
1981 777（377） 7.85 ― ― ― 
1982 792（392） 8.43 ― ― ― 
1983 948（379） 9.41 ― ― ― 
1984 1285（514） 11.31 ― ― ― 
1985 1783（713） 12.50 ― ― ― 
1986 2281（900） 15.31 ― ― ― 
1987 2690（1076） 18.62 ― ― ― 
1988 3169（1236） 22.47 ― ― ― 
1989 2450（936） 18.60 ― ― ― 
1990 2746（1048） 22.18 ― ― ― 
1991 3335（1246） 28.45 ― ― ― 
1992 3811（1651） 39.47 ― ― ― 
1993 4153（1898） 46.83 374(227) ― ― 
1994 4368（2107） 73.23 373(209) 524 1023.51 
1995 4639（2003） 87.33 452（247） 629 1375.70 
1996 5113（2277） 102.00 506（265） 640 1638.38 
1997 5759（2377） 120.74 532（288） 644 2112.70 
1998 6348（2507） 126.02 843（524） 695 2391.18 
1999 7280（2705） 140.99 923（497） 719 2831.92 
2000 8344（3123） 162.24 1047（484） 744 3175.32 
2001 8901（3317） 177.92 1213（695） 784 3522.36 
2002 9791（3680） 203.85 1660（1006） 878 3878.36 
2003 9166（3297） 174.06 2022（1481） 870 3442.27 
2004 10904（4176） 257.39 2885(587) 1102 4710.71 
2005 12029（4681） 292.96 3103(589) 1212 5285.86 
2006 12494（4991） 339.49 3452(572) 1394 6229.74 
2007 13187（5472） 419.19 4095（603） 1610 7770.62 

















2009 年 5 月 1 日 
2009 年 5 月 3 日 
导游人员管理条例（ガイド管理条例） 国家旅游局 1999 年 10 月 1 日 
中华人民共和国评定旅游涉外饭店星级的规定 
       ↓ 
旅 游 饭 店 星 级 的 划 分 与 评 定
（GB/T14308—1993） 
       ↓ 







1988 年 8 月 
    ↓ 
 
1993 年 1 月 1 日 
    ↓ 
2003 年 1 月 1 日 
中华人民共和国旅游涉外饭店星级评定检查员
制度（観光ホテル星級評価員制度） 







1989 年 9 月 30 日 
旅游行业对客人服务的基本标准 
（旅行業接客サービスの基準） 
国家旅游局 1991 年 5 月 29 日 
饭店管理公司管理暂行办法 
（ホテル・マネジメント会社への管理暫定法） 
国家旅游局 1993 年 7 月 29 日 
旅行社质量保证金暂行规定 
（旅行社質的保証金暫定規定） 
国家旅游局 1995 年 1 月 1 日 
中国公民出国旅游管理办法 
（中国国民出国観光管理法） 












































年度 総数 5つ星 4つ星 3つ星 2つ星 1つ星 
1994 2995 35 96 452 737 263 
1995 3720 38 106 591 930 248 
1996 4418 46 128 743 1148 284 
1997 5201 57 157 895 1339 276 
1998 5782 64 176 1085 1610 313 
1999 7035 77 204 1292 1898 385 
2000 10481 117 352 1899 3061 600 
2001 7358 129 441 2287 3748 753 
2002 8880 175 635 2846 4414 810 
2003 9751 198 727 3166 4864 796 
2004 10888 242 971 3914 5096 665 
2005 11828 281 1146 4291 5497 613 
2006 12751 302 1369 4779 5698 603 
2007 13583 369 1595 5307 5718 594 


























































1994 2995 2069 316 ― 30 ― 36 15 ― 202 327 
1995 3720 2478 423 ― 43 ― 82 48 ― 253 393 
1996 4418 2936 554 ― 66 ― 108 60 ― 289 405 
1997 5201 3343 726 ― 78 ― 223 97 ― 270 464 
1998 5782 3639 859 ― 155 ― 282 153 ― 236 458 
1999 7035 4512 1003 ― 223 ― 404 174 ― 247 472 
2000 10481 6646 1280 69 176 383 395 324 375 414 419 
2001 7358 4339 790 115 97 477 276 351 321 324 268 
2002 8880 5061 893 172 90 734 327 556 361 407 279 
2003 9751 5622 909 359 95 860 635 189 404 411 267 
2004 10888 5482 1007 254 80 1547 462 1264 261 341 190 
2005  11828 5528 946 309 72 1928 518 1624 315 314 256 
2006 12751  5832 902 334 71 2278 593 1871 285 329 256 
2007 13583 5806 914 342 78 2665 646 2309 231 353 239 































ホテル数 営業収入（億元） ホテル数 営業収入（億元） 
1993 406.67 1820 191.88 498 194.12 
1994 548.30 2069 243.13 529 272.15 
1995 636.08 2478 271.22 646 315.50 
1996 731.37 2936 344.07 694 320.98 
1997 812.36 3343 369.13 734 351.32 
1998 796.83 3639 363.87 694 273.40 
1999 845.75 4512 374.38 719 268.73 
2000 862.27 6646 465.00 833 216.62 
2001 763.32 4339 316.96 592 248.87 
2002 914.43 5061 394.42 686 269.73 
2003 983.16 5622 409.63 678 303.42 
2004 1238.67 5482 518.62 531 225.64 
2005 1346.69 5528 568.15 570 257.45 
2006 1482.86 5832 599.42 585 281.19 
2007 1647.03 5806 619.92 592 284.82 
































平均 都市部住民 農村部住民 
1994 年 524 1023.5 195.3 414.7 54.9 
1995 年 629 1375.7 218.7 464.0 61.5 
1996 年 640 1638.4 256.2 534.1 40.5 
1997 年 644 2112.7 328.1 599.8 145.7 
1998 年 695 2391.2 345.0 607.0 197.0 
1999 年 719 2831.9 394.0 614.8 249.5 
2000 年 744 3175.5 426.6 678.6 226.6 
2001 年 784 3522.4 449.5 708.3 212.7 
2002 年 878 3878.4 441.8 739.7 209.1 
2003 年 870 3442.3 395.7 684.9 200.0 
2004 年 1102 4710.7 427.5 731.8 210.2 
2005 年 1212 5285.9 436.1 737.1 227.6 
2006 年 1394 6229.7 446.9 766.4 221.9 
2007 年 1610 7770.6 482.6 906.9 222.5 

































































































































































 フィールドワークの際、以下の食券を購入した（従業員は 1 ヵ月分支給される）。5 月
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